
多賀城市文化財調査報告書第 139集

西沢遺跡ほか

山王遺跡第 181次調査

山王遺跡第 186次調査

西沢遺跡第 30次調査

平成 30年 3月

多賀城市教育委員会



序文

多賀城市内には、特別史跡多賀城跡附寺跡や、多くの埋蔵文化財包蔵地が所在

し、それらは市域の約4分の 1に及んでおります。貴重な文化財を後世に伝えて

いくことは私たちの責務であり、当教育委員会としても開発事業との円滑な調

整を図りながら、国民共有の財産である埋蔵文化財を適切に保護し、活用に努め

ているところです。

本書は、平成29年度に受託事業として実施した 3件の発掘調査成果を収録

したものです。多賀城跡の東側に位置する西沢遺跡では、多賀城と密接に関わる

とみられる古代の竪穴住居跡や、中世の屋敷跡の調査を実施し、多賀城跡に隣接

した丘陵上における、古代から中世にかけての様子を明らかにできたことは、本

遺跡のありかたを知る上で貴重な成果ということができます。

広大な遺跡範囲に対し調査面積はごくわずかですが、これら一つひとつの成

果を積み重ねていくことが、当市の新たな歴史の解明につながるものと確信し

ております。

結びになりましたが、発掘調査に際し、御理解と御協力をいただきました地権

者の皆様をはじめ、関係各位に対し心から感謝を申し上げます。

平成30年3月

多賀城市教育委員会

教育長小畑幸彦



例 にコ

1 本書は、受託事業による平成29年度に実施した発掘調査3件の成果をまとめたものである。

2 遺構の名称は、各遺跡とも第1次調査からの通し番号である。

3 平成14年4月1日の測量法の改正に従い、本書では経緯度の基準を世界測地系で表示している。また、

本書で報告している調査では、平成23年3月11日の東日本大震災以降に測量した座標を用いているが、

震災以前の座標値と整合させるために、再測量の成果に基づき、震災以前に行った調査については東

に約3m、南に約 lmの補正をかけている。なお、図版中の世界測地系数値における小数点以下を省

略して表示しているが、有効数字は小数点以下3桁である。

4 挿図中の高さは、標高値を示している。また、遺物観察表における数値の単位はcmである。

5 土色は、『新版標準土色帖』（小山・竹原： 1996)を参考にした。

6 執筆担当は、下記のとおりである。図版作成等は各執筆担当者と遺物整理員が行った。また、遺物の

写真撮影は村松稔・小原駿平・早坂優子が担当した。本書の編集は村松稔が行った。

I・ill: 村松稔 II : 畠山未津留 N: 畠山未津留・武田健市

7 調査に関する諸記録及び出土遺物は、すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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凡例

1 本書で使用した遺構の略称は、次のとおりである。

SB: 掘立柱建物跡 S I : 竪穴住居跡 SD: 溝跡 SK: 土壊

Pit: 柱穴及び小穴 SX: その他の遺構

2 奈良•平安時代の土器の分類記号は「市川橋遺跡一城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書 1I 」（多

賀城市教育委員会 2003)に従った。詳細は下記のとおりである。

(1)土師器坪

A類：ロクロ調整を行わないもの

B類：ロクロ調整を行ったもの

B I類：ロクロからの切り離し後、回転ヘラケズリされたもの

B II類：ロクロからの切り離し後、手持ちヘラケズリされたもの

Bill類：ロクロからの切り離しがヘラ切りで、再調整されないもの

BN類：ロクロからの切り離しが静止糸切りで、再調整されないもの

BV類：ロクロからの切り離しが回転糸切りで、再調整されないもの

Bl・BII類では、ロクロからの切り離しが識別できる資料があり、ヘラ切りによるものをa、静

止糸切りによるものをb、回転糸切り（糸切り）によるものをcとして細分する

(2)土師器甕

A類：ロクロ調整を行わないもの

B類：ロクロ調整を行ったもの

(3)須恵器坪

I類：ロクロからの切り離し後、回転ヘラケズリされたもの

II類：ロクロからの切り離し後、手持ちヘラケズリされたもの

m類：ロクロからの切り離しがヘラ切りで、再調整されないもの

w類：ロクロからの切り離しが静止糸切りで、再調整されないもの

v類：ロクロからの切り離しが回転糸切りで、再調整されないもの
I・II類では、ロクロからの切り離しが識別できる資料があり、ヘラ切りによるものをa、静止糸

切りによるものをb、回転糸切り（糸切り）によるものをcとして細分する。

3 瓦の分類は「多賀城跡政庁跡 図録編」（宮城県多賀城跡調査研究所 1980)、「多賀城跡政庁跡

本文編」（宮城県多賀城跡調査研究所 1982)の分類基準に従った。

4 本文中の「灰白色火山灰」の年代については、伐採年代が907年とされた秋田県払田柵跡外郭線C期

存続中に降灰し、承平4年 (934年）閏正月 15日に焼失した陸奥国分寺七重塔の焼士層に覆われてい

ることから、 907~ 934年の間とする考え（宮城県多賀城跡調査研究所『宮城県多賀城跡調査研究所
年報1997』1998) と、『扶桑略記』延喜15年 (915年） 7月13日条にある r出羽国言上雨灰高二寸諸郷

桑枯損之由」の記事に結びつけ915年とする考えがある（町田洋「火山灰とテフラ」『日本第四紀地図』

1987、阿子島功・壇原徹「東北地方、 lOC頃の降下火山灰について」『中山久夫教授退官記念地質学

論文集』 1991)。当市教育委員会では考古学的な見解を重視し、前者の年代観に従っている。



I 遺跡の地理的・歴史的環境

多賀城市の地形は、中央部を北西から南東方向に貫流する砂押川を境に、東側の丘陵部と西側の沖積地

に二分される。丘陵部は、松島・塩釜方面から延びる標高40~ 70mの低丘陵であり、南西に向かって枝

状に派生している。沖積地と接する付近では、谷状の地形を形成しており、緩やかではあるが起伏に富ん

だ様相をみせる。沖積地は、仙台平野の北東部に相当する。仙台市岩切方面から東に向かう県道泉・塩釜

線沿いには、標高5~6mの微高地が延びており、その北側には低湿地が広がっている。一方、南側には

大小の微高地や低湿地、旧河道などがあり、海岸に近い場所では浜堤列も確認できる。

市内には、 40を超える遺跡が所在している。西側の沖積地から丘陵部の西端にかけては、新田・山王・

市川橋・高崎・西沢遺跡など市内でも有数の規模をもつ遺跡が隣接して分布している。これらの遺跡で発

見された遺構や遺物には、陸奥国府が置かれた多賀城と密接に関わるものが多く認められ、この時期に限

ってみれば一連の遺跡群と捉えることができる。一方、南東部には海岸線沿いの浜堤上に八幡沖遺跡、浜

堤から丘陵にかけては大代貝塚や大代横穴墓群、柏木遺跡などが所在している。

山王遺跡

山王遺跡は、標高3~4mの微高地に立地し、その範囲は東西約2km、南北約 1kmである。これまで弥

生時代中期頃の水田跡や古墳時代中期～後期の集落跡、古代の方格地割、中世の屋敷跡などが発見され

ている。このうち、古代の方格地割は南北大路と東西大路の二つの幹線道路を基準とし、東西・南北の直

線道路によっておよそ 1町四方の区画を造成したものである。これによって形成されたまち並みからは、

上級役人の邸宅や中・下級役人の住まいである建物跡や井戸跡などが多数発見されている。

西沢遺跡

西沢遺跡は当市北東部の市川・浮島地区に所在している。地形的には松島丘陵から塩釜方面に向かって

張り出した低丘陵上の南西端部にあたり、東西450m、南北 700mの範囲を占めている。標高は北側丘陵

尾根付近で約 46m、南側の沖積地と接する付近で約6mである。遺跡全体をみると北から南に向かって

低くなる緩斜面の合間に、大小の沢地形が複雑に入り組んだ景観を呈している。今回実施した調査区は遺

跡のおよそ中央にあたり、北側は標高約 35m、南側は標高約 30mで、比高差約5mの緩斜面上に位置し

ている。

本遺跡内ではこれまで29度に及ぶ発掘調査を実施しており、平安時代の数多くの遺構や遺物を発見し

ている。主な成果をみると、第2次調査区では一辺8mを超える平安時代の竪穴住居跡や桁行5間の大型

掘立柱建物跡、倉庫とみられる総柱の掘立柱建物跡を確認している。また、第3次調査区では、東側の沢

地形に近接して、平安時代の竪穴住居跡や鍛冶工房跡が営まれていたことが明らかとなっている。これら

は、遺構の規模や性格などから、いずれも西側に隣接する多賀城との関連性が想定できるであろう。

一方、第2次調査区では中世の整然と配置された 30棟を超す掘立柱建物跡群を確認しており、立地も

含めて沖積地で確認されている大規模な屋敷群との構造的な違いにも注目される。
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11 山王遺跡第18 1次調査

1 . 調査に至る経緯と経過

本件は、南宮字町地内における個人住宅新築工事に伴

う本発掘調査である。平成28年 11月に、地権者より山

王遺跡の北西部に位置する当該地での共同住宅新築計画

と埋蔵文化財のかかわりについての協謡書が提出され

た。計画では、住宅基礎部分に直径0.6 ~ 0. 8 m、深さ
8mのパイルを計34本設置することから、遺跡への影

響が懸念された。このため、基礎工法について盛土内で

収まる在来工法への変更を協厳したが、在来工法では建

物を支えるための地耐力が十分に得られないとの理由に

より、当初計画の基礎工法で施工するとの結論に至っ

た。平成29年2月24日に地権者より調査に関する依頼

書及び承諾書の提出を受け、 3月6日より 25日まで確

認調査を実施した。その結果、遺構が確認されたことか

ら、 4月7日に調査依頼者と委託契約を取り交わし、 4

月 11日より本発掘調査に着手した。

4月 11日、確認調査面の東側と南側を重機で2m拡幅し、崩落防止のため掘削法面の成形を行った。

12日、現場事務所を設営し、遺構検出作業に着手した。 17日、測量既知点より水準測量を行い、調査区

0 200 
S=l/5, 000 I I 

第1図調査区位置図

200m 

内に測量基準点を設定した。 19日から 21日に平面図と断面図を作成し、調査区の全景写真を撮影した。

24日、下層の遺構の有無を確認するため調査区内に 2本のトレンチを設定し、層位ごとに掘り下げたが、

遺構は確認できなかった。 26日、現場の撤収作業を行い、 28日の調査区の埋戻しをもって現地調査の一

切を終了した。

2. 調査成果

(1)層序

今回の調査では、現在の表土以下9層の堆積を確認した。

I I層： 現代の盛士層で、厚さは 90cmである。

I z層： 旧表士で、厚さ 40cmである。全体に微量の炭

化物を含む堆積層である。

II 層： 暗褐色土で、厚さ 20~ 40 cmである。ほぼ均質

で古代の士器片を含む。

m 層： 黄褐色の細砂で、厚さ 10~ 30 cmである。ほぼ
均質だが粘質士の部分もある。本地区周辺部の

基盤層で、本調査の遺構検出面である。
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第2図調査区配置図
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第3図 IV層上面遺構平面図・断面図
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第4図 調査区北壁断面図

黄灰色粘質土で、厚さは8cm前後である。薄く平坦に堆積し、乱れがない。

黄褐色の細砂で、厚さは20cmである。植物遺体を多く含んでいる。

灰色粘質土で、厚さは5cmである。薄く平坦に堆積し、乱れがない。

黄褐色粘質土で、厚さは4cmである。

灰色粘質土で、厚さは5cmである。

灰オリーブ色砂質土で、厚さは 10cm以上である。

(2)発見遺構

今回の調査では、 III層上面でピットと土壊を検出した。

SD  2226溝跡（第3・4図）

【位置・形態】調査区南側で確認した溝跡である。東で調査区外へ延びるため全容は不明である。遺構

の上面が撹乱により失われているが、延長線上の西側壁面で断面が観察されることから、本来は西側に

延びると考えられる。

【重複】 2基のピットと重複し、それよりも古い。

【方向・規模】ほぼ東西方向の溝で、傾きはない。規模は4.6m以上で、上端は最も幅広い部分で 1.4 

mである。長軸が 70cm、短軸が 50cm、深さは 15cmである。壁はゆるやかな傾斜で、明確な立ち上が

りはない。底面はゆるやかな起伏を繰り返す。

【埋土】にぶい黄褐色の細砂である。灰色細砂を混入するため色調は斑状を呈する。東側では基盤層に

由来するブロックを混入している。

【遺物】土師器甕 (A類）、須恵器甕の破片が出土している。

土擦群（第3・4図）

今回の調査では複数の土壊を確認している。規模は長軸で lm前後、短軸で60cm前後の不整長方形、

または同規模の不整楕円形のものがほとんどである。深さは 10cm前後のものが多くを占めているが、こ

れは撹乱によって遣構の上層面が失われているためと考えられる。埋士もほぼ同様で、にぶい黄褐色の細

砂で、灰色の細砂を混入するため色調は斑状を見している。出士遺物は断片資料で士師器坪 (B類）、土

師器甕 (A類）、須恵器坪、須恵器甕が出士している。
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3. まとめ

今回の調査では、 m層でピットと土壊を発見した。しかし、検出面の直上に及ぶ撹乱により、 11層のほ

ぼ全面とm層上面が失われており、遺構の残存状況が極めて悪い。発見された遺構も、 11層で検出される

ものが含まれる可能性がある。また、出土資料も断片に限られるため、正確な遺構年代の特定は難しい。

そのため、年代については東側隣接地で実施された第 100次調査（平成24年）の成果を参考に推定したい。

第 100次調査では基盤層の直上に堆積するW層上面で北1東西道路跡 (SX 1408)が発見されている。

道路側溝の新旧関係からA~Cの3時期の変遷があり、その中のB期の南側溝 (SD1370)の埋土中に

灰白色火山灰粒が混入することから、 10世紀前葉以降の年代が与えられている。これらの遺構を検出し

た第 100次調査のW層（褐灰色土）と本調査の11層（暗褐色細砂）を比較すると、それぞれが基盤層の直

上に堆積する点や、標高・土質ともに類似性があることから、同一層位であると考えらる。本調査で確認

した遺構は層位的にこれらよりも古い基盤層上面（本調査のm層）で確認していることから、選構年代の

下限を灰白色火山灰が降下する 10世紀前葉以前と考えられる。また、出土遺物には古墳時代の遺物が含

まれず、断片資料ではあるものの8世紀代の特徴を示す土師器片が含まれていることから、本調査の遺構

の年代についてはおおよそ 10世紀前葉以前の平安時代と推定される。

参考文献

(1)多賀城市教育委員会『多賀城市内の遺跡2一平成24年度ほか発掘調査報告書ー』多賀城市文化財調査報告害第 111集 2013 
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遺構検出状況 （東より）

完掘状況（東より）

写真図版 1
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m 山王遺跡第 186次調査

1 . 調査に至る経緯と経過

本件は、山王字山王四区地内における建売住

宅建設に伴う本発掘調査である。平成 29年 3月

7日、地権者より当該事業と埋蔵文化財のかか

わりについての協謡書が提出された。計画では、

住宅の基礎工事の際に、直径50cm、長さ 2.0m 

の杭状改良を 33本打ち込むものであった。当該

地の北側隣接地では、平成26年度に宅地造成計

画による道路及び擁壁基礎部分の発掘調査（第

142次調査）を実施している。その結果、現地

表から 1.3 m下で平安時代の道路跡をはじめ多

くの遺構や遺物を発見していることから、埋蔵

文化財への影響が懸念された。

このため、工法変更による遺跡を保存する協

議を行ったが、提出された基礎工法以外では十

分な地盤強度を得られないとのことから、宮城

県文化財保護課の指示により当該地の遺跡の状

況を確認するための確認調査を実施することと

なった。 4月4日、地権者から発掘調査に関する依頼書と承諾書の提出を受け、 12日より確認調査を開

始した。

はじめに、重機による住宅建築部分の表土の除去から取りかかったところ、現地表から約 1.2 m下で、

SD  2462などの古代の遺構を発見した。 13日には作業員を動員し、遺構発見作業を行うとともに、発見

した溝跡などの深さを探るために調査区の西側を深く掘り下げた。あわせて下層での遺構の有無を確認す

るため南側で深堀りを行ったところ、 W層の下で黒色粘土は確認したものの、畦畔などの遺構は確認でき

なかった。 19日には写真撮影を行い、確認調査を終了した。

その後5月 29日に本発掘調査の委託契約を締結し、 5月 30日から調査を実施した。はじめに調査区内

にたまった雨水の排水を行ったのち、検出していたSD2462から埋土の除去を開始した。基準点を移設し、

図面作成を開始するとともに、調査区全屎写真の撮影を行った。 6月 1日にSD2462とSX 2463との接

続関係を調べるための埋上の堆積状況を断面で確認した後、埋戻しを行い現地調査を終了した。

2 調査成果

(1)層序（第2図）

今回の調査で確認した層序は以下の通りである。

l層：現代の盛士 (11層）と水田耕作士 (12層）である。厚さは I1層が約0.9 ~ 1. 2m、I 2層が12~

18cmである。
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II層：すべての遺構を覆っており、

灰白色火山灰を部分的に含 2.900m~ 
A 

む黒色粘質土で厚さは 9~

14cmである。

III層：すべての古代の遺構を覆っ

ており、 SD2642の最上層

となっている。灰白色火山

灰と灰黄色砂を含む黄灰色

粘質土で厚さは9~ 27cmで
ある。

w層：古代の基盤層である。黄褐

色粘土と黒褐色・オリーブ

褐色砂の互層で厚さは27~ 
58cmである。

v層：黄褐色粘質土と黄灰色粘質

土が 1~ 2cmずつ互層に堆
積し、厚さは 5~6cmであ

る。後述する古墳時代の水

1:SD2470 z:SD2642 3:SD2467 

謂査区西壁

2.900.~ · 

調査区北壁

D 
2.900m←- ，

 
D
T
 

t:SD2467 

調査区東壁

O lm 
S=l/50 I I I I I I SD2464・SX2463 

第2図 S D2642・S X2463断面図

田層 (VII層）が廃絶した後に堆積した自然堆積層とみられる。

VI層：古墳時代前期の水田耕作土層とみられる。黒色粘土で厚さは7~ 21cmである。
VII層：黄褐色砂である。

(2)発見した主な遺構と遺物（第2・3図）

S D2462溝跡・ SX2463落ち込み

【位置・形態】調査区のほぼ中央で発見した東西方向の溝跡とそれに接続する深い落ち込みである。

【重複】 SD2467、SK2465・2466、SX2474・2475及び小溝群と重複しており、これらより新しい。

【規模】 SD2462の規模は東西3.7m以上、幅1.5m、深さ38cm、SX2463は南北3.4m以上、東西1.3m以上、

深さ88cm以上である。

【埋土】 3層確認した。 1層は堆積層のIII層、 2層

はW層に起因する士を斑状に少量含む暗黄灰色粘士、

3層はW層に起因する土を筋状に含む黄灰色粘上で

ある。

【追物】士師器坪 (BV類）・甕 (B類）、須恵器杯 (V

類）・甕．瓶、須恵系士器坪、丸瓦、平瓦が出士し

ている（第4図）。

SD  2467溝跡出土土師器坪 (Rl)

，
 



Cl), 
X=-189, 123 , 

< 

Y=12,623 Y=12,626 
B' 

SX2463 

l
。

X=-189, 126 

< 

(") 

~ 

- :A群 ― :B群

゜S=l/50 第3図遺構平面図

3m 

S D2467溝跡

【位置・形態】調査区南側で発見した東西方向の溝跡である。

【重複】 SD2462・2473・2476と重複しており、これらより古い。

【規模】長さ4.9m以上、幅1.Om以上、深さ32cmである。

【埋土】 3層確認した。 1層は灰白色火山灰と黒色土を斑状に含む暗黄灰色粘土、 2層と 3層はW層に起

因する土を斑状に含む暗黄灰色粘土である。

【遺物】出土していない。

小溝跡群

【位置】調査区の全域で確認した東西南北の小溝跡である。

【方向・変遷】小溝跡の方向と重複関係から、新しい順にA群のSD2468・2473・2476・2477、B群のS

D2469 ~ 2472・2478に分けられる。方向はA群が南北方向、 B群が東西方向である。

【重複] S D2462・S X2463、SD2467、SK2464、SX2474・2475と重複しており、これらより古い。

【規模】 SD2468でみると、長さ1.5m以上、幅43~ 51cm、深さ34cmである。
【埋士】 W層に起因する士を斑状に含む暗黄灰色粘士である。

【遺物】 B群のSD2470から須恵器坪 (III類）が出土している（第4図）。
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d 

--------

／
 

3
 

こニ
゜S=l/3 

10cm 
（単位： cm) 

番
種類

遺構 特徴 ロ径 底径
器高
写真 登録

備考
方ロ 層位 外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

土師器 SX2463 ロクロナデ、油煙 ヘラミガキ→黒色処理 (13. 3) 7.0 
BV類1 

坪 1層 底部：回転糸切り 油煙
4.25 1-1 Rl 

20/24 24/24 

士師器 SX2463 ロクロナデ、油煙 ロクロナデ (12. 8) 6.5 BV類
2 
坪 1層 底部：回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理

4.4 R2 
墨書4/24 24/24 

3 
士師器 SX2463 ロクロナデ ロクロナデ (13. 2) (6. 2) 

5.6 R3 BV類
坪 1層 底部：回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理 5/24 13/24 

須恵器 SD2462 ロクロナデ、高台貼付
ロクロナデ

(8. 6) 
4 
瓶 1層 →ロクロナデ

R5 
0/24 9/24 

土師器 SX2475 ロクロナデ ロクロナデ (12. 1) 6.8 
BV類5 

坪 1層 底部：回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理
3.9 R4 

7/24 24/24 

6 
須恵器 SD2470 ロクロナデ

ロクロナデ
(12. 4) (7. 6) 

3.4 R6 III類
坪 1層 底部：ヘラ切り 8/24 9/24 

第4図 S D2462・S X2463、SX2475、SD2470 出土遺物

SK  2464土墳

【位置】調査区北側で発見した。

【重複】 SD2462・2477・2478と重複しており、 SD2477・2478より新しく、 SD2462より古い。

【平面形・規模】平面形は不整形で、規模は南北43cm以上、東西 1.1m以上、深さ 36cmである。

【壁・底面】壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

【埋土】 2層確認し、いずれも黄灰色粘士である。斑状のW層に起因する士を、 1層は少量含んでいる一方、

2層は多量に含んでいる。

【遺物】士師器杯 (B類）・甕 (B類）、須恵器坪が出士している。
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SK  2465土攘

【位置】調査区南側で発見した。

【重複】 SD2462、SK2466、SX 2474と重複しており、 SK

2466、SX 2474より新しく、 SD2462より古い。

【平面形・規模】平面形はSD2462に壊され不明である。規模は

南北 34cm以上、東西65cm以上、深さ 7cmである。

【壁・底面】壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

【埋土】 2層確認した。 1層は黒褐色粘土で、 2層はW層に起因

する土を斑状に多量に含む黒褐色粘土である。

【遺物】須恵器甕が出土している。

E E' 
2.900m← → 

“ 1• 2: SK2464 3: SD2462 

F F' 
2.900m← → 

麟
1・2: SK2465 3: SK2466 

0 lm 
S=l/50 I I I I I I 

第5図 S K2464 ~ 2466土壊断面図

SK  2466土擁

【位置】調査区南側で発見した。

【重複】 SD2462、SK2465、SX 2474と重複しており、 SX 2474より新しく、 SD2462、SK2465 

より古い。

【平面形・規模】平面形はSD2462に壊され不明である。規模は南北 14cm以上、東西50cm以上、深さ

20cmである。

【壁・底面】壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

【埋土】 1層確認し、 W層に起因する土を斑状に含む黄灰色粘土である。

【遺物】出土していない。

S X 2474 

【位置】調査区南側で発見した落ち込みである。

【重複】 SD2471・2473、SD2462と重複しており、 SD2471・73より新しく、 SX 2463より古い。

【平面形・規模】平面形はSD2462・S X 2463に壊され不明である。規模は南北56cm以上、東西2.2m以上、

深さ 20cmである。

【壁・底面】壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

【遺物】出土していない。

sx 2475 

【位置】調査区北側で発見した。

【重複] S D 2462・S X 2463、SD2470と重複しており、 SD2470より新しく、 SD 2462・S X 2463 

より古い。

【平面形・規模】平面形はSD 2462・S X 2463に壊され不明である。規模は南北82cm以上、東西 1.6 m 

以上である。

【遺物】士師器杯 (B類）が出士している（第4図）。

12 



3. まとめ

今回の調査では、方格地割のうち西7道路の西側の区画にあたる山王四区内で調査を行い、 W層上面で

遺構を発見した。遺構の重複関係を整理し、図示すると第6図になる。

はじめに 10世紀前葉頃に降下

した灰白色火山灰との層位的関

係から年代を考える。この火山
SK2464 

灰はSD2467の1層に斑状に含 f---SX2474ー SK2466ー SK2465

まれていることが確認でき、 2
小溝群

SX2475 
次堆積と考えられることから、

緬ヽ繭

S D 2467と SD 2462・S X SD2467 

2463は10世紀前葉以降である。

これ以外の遺構は、灰白色火山

が確認できないことから、それ
第6図遺構変遷模式図

以前と考えられる。

次に、 SD2462・S X 2463から出土した遺物については、土師器坪 (BV類）・甕 (B類）、須恵器坪 (V

類）・甕・瓶、須恵系土器坪、丸瓦、平瓦が出土している（第4図1~4)。須恵系土器については、出土

した量も少なく、すべて破片であるため図化できたものはない。図化できた 3点の土師器坪（第4図1~3) 

の底径／口径比は 0. 32、0.34、0.47である。全てBV類であり、また内面底部のヘラミガキは放射状で

ある。これら土師器坪と、 9世紀後半に位置付けられる多賀城跡鴻の池第 10層出土土器群と比較すると、

鴻の池第 10層出土土器は 0.37 ~ 0. 54の間に分布していることに比べ、 SD 2462• S X 2463のものが

値が小さいことが指摘できる。このことから、 SD 2462・S X 2463の出士士師器坪は、多賀城跡鴻の池

第 10層出土土器群より新しい要素がみられ、灰白色火山灰との関係も矛盾しない。一方で、高崎遺跡s

X 1080土器捨て場跡第2層は、灰白色火山灰の直上にあたり、出土した土師器坪の底径／口径比は、 0.30

~0.46でる。 SD 2462・S X 2463と比べるとほぼ同じであるが、高崎遺跡SX 1080土器捨て場跡第2

層出土土器群は、須恵系土器が約6割を占めるているのに対し、 SD 2462・S X 2463からは須恵系土器

が破片のみで、その量も少量しか出土していない。高崎遺跡SX 1080土器捨て場跡は万燈会のような仏

教儀式に使われた土器が投棄されたものと推定されており、須恵系土器の出土量の差が、出土土器群の性

格や場の使われ方の違いによるものの可能性がある。以上のことから、 SD 2462・S X 2463の年代は灰

白色火山灰との関係から 10世紀前薬頃を上限としつつ、これをさほど降らない年代と推定しておきたい。

S D 2462・S X 2463以外の遺構は出士遺物が少ないため、詳細は不明であるが、士師器 (A類）が出

士していないことや、灰白色火山灰の降下以前にあたることから、およそ 9世紀代と考えておきたい。

［引用・参考文献】

多賀城市教育委員会『高崎遣跡ー第 11次調査ー調査報告書』多賀城市文化財調杏報告書第 37集 1995 

宮城県多賀城跡調査研究所『多賀城跡調査研究所年報 1992』1993
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調査区全景（北西から）

S D2462溝跡・ SX2463落ち込み接続部断面（北西から）

写真図版 1
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w 西沢遺跡第30次調査

1 . 調査に至る経緯と経過

本件は、浮島字西沢地内における宅地造成工事に伴う

本発掘調査である。平成28年3月 10日に、地権者より

西沢遺跡の西部に位置する当該地での宅地造成工事計画

と埋蔵文化財のかかわりについての協謡書が提出され

た。計画は、区域面積 18,256. 03 nfで最大 1.7 mの切土

および最大8.8mの盛土を施し、 55区画の宅地を造成

するものである。当該地の一部では第2次調査（平成6

年）を実施しており、古代から中世にかけての遺構を多

数発見している。開発が遺跡に影響を及ぼすことが避け

られないことから、平成29年 1月から 3月に確認調査

を実施し、本発掘調査に要する期間や予算を算定した。

これらの計画について事業者との合意に至ったことか

ら、平成29年7月4日に事業者より調査に関する依頼

書及び承諾書の提出を受け、 8月1日より本発掘調査に

着手した。

100 
S=l/5000 

第1図調査区位置図

200m 

本調査は調査面積が広いため、西区・南区・東1~4区に分けて調査を進めた（第2図）。重機による

表土除去は西区から東区、南区の順に行った。重機が次の区画に移動した後、追いかける形で各区の精査

に着手した。

8月22日、現地事務所および安全施設の設営を行い、重機による表土掘削に着手した。 8月22日～

27日に西区、 8月28日~8月30日に南区、 8月31日~9月20に東区の表土除去を行った。 9月21日

までに調査区全体の事前調査を終了し、西区より精査に着手した。

9月27日、第2次調査で発見され、埋め戻されていたSB606掘立柱建物跡を検出した。 10月3日、

遺構の少なかった西部全域の精査を終了、 ドローンによる空撮を行った。

10月 12日より東区の調査に移行し、標高の高い北側の東1区より、 2区、 3区、 4区の順で精査を進

めた。東区には多くの切り株があり発掘作業が難航した。 10月 13日、東 1区で東西方向の中世の土塁s

X 576と、北側に隣接する SD575区画溝を確認した。東1区・東2区の精在は 10月31f3で終了し、 11

月8日より東3区の精査に着手した。 3区では中世の区画溝が多く、 SD 587・589・595およびSD598 

に伴う SX 598、SX 600士星を確認した。 11月15日にはSX 598水溜施設から茶臼や天目茶碗が出士し、

これらの区画溝が中世の遺構である確証を得た。 11月 17日より東4区の精査に着手し、 SD602区画溝

を確認している。 12月1日、空撮を行い、東区全体の精壺を終了した。

12月6日より最後の区画である南区の精杏に着手した。 12月8f3、調査区を縦断する SD603・604区

画溝を確認した。これらの溝は規模が大きく、人力での完掘が困難なため、 トレンチによる調査とした。

また、発掘作業に並行して、現場の撤収作業も開始した。 12月 14日、新たに大型の竪穴住居跡である S
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I 607竪穴住居跡跡を検出した。 12月22日、 SI 607の精査終了後、調査区全体の空撮をもって発掘作

業の全てを終了した。

2. 調査成果

(1)層序

調査区のほぼ全域で、以下の層序が確認できる。

I層： 表土で、厚さは 10~ 30 cmである。砥石、羽口、青磁碗、天目茶碗、近世陶磁器等が出土している。
11層： 調査区全域の基盤層で黄褐色土・黄褐色粘質土 (10YR5/8)である。本調査の古代・中世の遺

構検出面ある。西区および東区の一部では同色の岩盤層も見られる。東3調査区のSX 598水

溜施設の壁面では、深さ 1.8 mまで続くことが確認できる。

(2)発見遺構

本調査では調査区を西区・南区・東1~4区に分けて設定した（第2圏）。また、全ての遺構を11層上

面で確認した。以下、各調査区ごとに主要な遺構について概要を記す。

〔南区検出遺構〕

SB  606 掘立柱建物跡（第 3• 4図）

南区の北西で検出した建物跡で、第2次調査で検出したSD164掘立柱建物である。桁行4間、梁行2

間の東西棟建物跡であり、東側に 1間分の廂が取り付くことが報告されている。なお、 P14 (第2次調

査p5) については、前回調査後の撹乱によって壊されており、検出には至らなかった。

【位置】南区の北西、 X=-187,902 ~ -187, 910、Y=14,065 ~ 14, 077で確認した。遺構は緩やかな斜面上に

あり、北側が高く、南側が低い。標高値は 29~ 29. 5 mである。

【桁行・梁行】桁行4間、梁行2間の東西棟建物跡であり、東側に 1間分の廂が取付く。

【柱痕跡】柱穴は 13基 (P1 ~ 13)を検出し、全ての柱穴で柱痕跡を確認した。

【重複】 P5でSB198 (第2次調査検出）の柱穴と重複し、それよりも古い。

【方向・規模】方向は身舎南側柱列で測ると、東で 10度南に偏している。建物の規模は規模は身舎南側柱

列で測ると総長 12.24 m、柱間は西から 2.64m、2.40m、2.40m、2.40m、2.40mである。梁行は東

側柱列で4.16mであり、柱間は北から 2.1m、2.06mである。

【掘方】平面形は隅丸方形状を基調とする。規模はもっとも大規模な北側柱列東より 3間目柱穴 (P13) 

で測ると長径 1.5 m、短径 1.1m、深さ 70cmである。埋土は黄褐色土 (10YR5/6)や褐色土 (10YR4/4)

が主体で、黒褐色士 (10YR3/2)の小ブロック状を多く混入し、斑状を呈する。

【柱痕跡】直径 24~ 28 cmの円形である。埋土は黒褐色上 (10YR3/2)が主体であり、褐色上 (10YR4/4)

や炭化物粒を僅かに混入する。

【遺物】士師器杯 (B類）、士師器甕 (B類）、須恵器甕が出士している。

SB  608掘立柱建物跡（第5図）

【位骰】南区の北東部、 X=-187,904 ~ -187, 909、Y=l4,100 ~ 14, 105に位置し、標高値は 28.7 ~ 29. 1 m 

である。 4基の柱穴を確認しており、位置関係から建物跡の西半部に相当する。
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Y=14,060 Y=14,080 

X=-187,800 

1第2次調査区I , 

X=-187,820 

X=-187,840 

X=-187,860 

X=-187,880 

X=-187,900 

X=-187,920 

Y=14, 100 

゜S=l/600 t 

Y=14, 120 

I 

東1区

調査区全体図 ※点線内は第2次調査区の合成
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29. 700mA ← ぶ ~ 戌' に c' D D' 
---j ← ---j 

鱈璽 闘
3 5 

Pl P2 P3 P4 

1. 柱痕跡 2. 掘方埋土 1. 柱痕跡 2. 掘方埋土 1. 柱痕跡 2・3掘方埋土
1. 柱痕跡
2・3・4・5. 掘方埋土

29. 700mE ← E' F F' ~ G' 見 H' 
----l 卜— _—l ---j ---j 

P5 

1. 柱痕跡
2.SB198柱穴（第2次調査）
3・4・5. 掘方埋士

P6 

1. 柱痕跡
2・3・4・5. 掘方埋土

P7 

1. 柱痕跡
2・3・4・5・6・7. 掘方埋土

P8 

1. 柱痕跡
2・3・4・5. 掘方埋土
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1. 柱痕跡
2・3・4. 掘方埋土

P10 

1. 柱痕跡
2・3・4・5. 掘方埋土

~ 
P11 P12 

1. 柱痕跡 2・3・4. 掘方埋土 1. 柱痕跡 2・3・4. 掘方埋土

M 
29. 700m← 

~ 1. 柱痕跡2• 3• 4. 掘方埋土

0 lm 
S=l/50 I I I I I I 

P13 

第4図 S B606掘立柱建物跡断面図

【変遷】 2時期変遷 (A→B期）を確認した。

【桁行・梁行】 A期、 B期ともに桁行2間以上、梁行2間の東西棟建物跡である。建物東側はSD595によっ

て失われる。

【重複】 SI 607と重複し、それよりも新しい。

・A期

【柱痕跡・抜取り穴の有無】全ての柱穴で、柱抜取り穴を確認した。

【方向・規模】方向は北側柱列で測ると、東で約 13度南に偏している。建物の規模は北側柱列で測ると総

長 2.5m以上、梁行は約 4.4mである。

【掘方】平面形は隅丸方形状を基調とする。規模は、 P3で測ると長径 56cm、短径 48cm、深さ 72cmであ
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る。埋土は明黄褐色土 (10YR6/6)や黄褐色土 (10YR5/6)が主体であり、基盤層土の小ブロックを斑状に

多く混入する。

【柱抜取り穴の平面形・規模・埋土】いずれも柱穴の中心部から南に長い楕円形であり、柱穴中心が柱の

当たり痕跡である可能性が高い。規模は、長径約 80cm、短径約 30cmであり、埋土は基盤層土の小ブロッ

クを混入する。

【遺物】出土遺物は無い。

・B期

【柱痕跡・抜取り穴の有無】 P1・2で柱痕跡、 P3・4で柱抜取り穴を確認した。

【方向・規模】方向は北側柱列で測ると、東で 11度3分南に偏している。建物の規模は北側柱列で測ると

X=-187,906 

R 

0 

X=-187, 910 

゜
Pl A' A 

9→ 29. 400m← 7 

1.B期柱痕跡
2・3・4. A期抜取り

兼B期掘方
5・6. A期掘方
7・8. 別の柱穴

Y=l4, 100 Y=l4, 104 

S1607 

い L/戸了ロ
゜

B P2 
← 

1.B期柱痕跡
2・3. A期抜取り
兼B期掘方

4・5.A期掘方

B' 
----l 

S=l/80 

C P3 c' 
← ---j 

1.B期柱抜取り穴
2・3・4. A期抜取り

兼B期掘方
5・6・7. A期掘方

゜S=l/50 
第5図 S B608掘立柱建物跡平面・断面図
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鳳
1. B期柱抜取り穴
2・3. A期抜取り
兼B期掘方

4.A期掘方
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総長 2.56 m以上、梁行は約4.4mである。

【掘方】掘方はA期の抜取り穴を兼用しており、平面形は楕円形である。規模は、 P3で測ると長径約 80cm、

短径約 30cm、深さ 50cmである。埋土は明黄褐色土 (10YR6/6)や黄褐色土 (10YR5/6)が主体であり、基

盤層土の小ブロックを斑状に多く混入する。

【柱痕跡の平面形・規模・埋土】直径約 20cm円形であり、埋土は明黄褐色、暗褐色、黒褐色粘質土である。

【柱抜取り穴の平面形・規模・埋土】いずれも円形であり、規模ははいずれも直径約 30cmである。埋土に

は基盤層土の小ブロックを混入する。

【遺物】土師器坪 (B類）が出土している。

S I 607竪穴住居跡（第6~12図）

【位置】南区の東部、 X=-187,908 ~ -187, 918、Y=l4,099 ~ 14, 10で確認した。緩やかな斜面上に位置し、

建物の北側が高く、南側が低い。標高値で29~ 29. 5 mである。

【残存状況】 SD605により北東角の床面と周溝上面、 SB608の柱穴により北辺2箇所が失われる。また、

建物の南側を幅2mのSD603が横断し、この部分が大きく破壊されているほか、南西部の周溝も撹乱に

よって上面がおおきく削られている。重複する遺構等によって部分的な破壊はあるものの、全体としては

良好な残存状況である。

【重複】 SB608、SD603・605と重複し、それよりも古い。

【平面形・方向】平面形は南北軸を長辺とする 2: 1の長方形である。方向は北で約6度東に偏している。

【規模】東西約4.8m、南北約 9.6mである。

【壁の状況・周溝】壁は周溝の底面から僅かに外彎しながら立ち上がる。残存状況の良好な北壁で43cmで

ある。周溝の規模は上端幅20~ 26 cm、深さは約 10cm前後である。周溝の東・西・北辺では、壁断面が

壁上端から周溝底部で円弧状を呈しており、周溝底部の壁は外に向かって 5~7cm掘り込まれる。

【床面の状況】床面は北から南に向かって 1.3度の傾斜で低くなり、南端と北端では床面の高低差が 20cm 

ある。貼床や整地土の痕跡がないことから、掘り込んだ基盤層の上面をそのまま床面として使用したと推

測される。

【支柱穴】 P1・2の2基を確認した。 Plは掘方が直径43cmの円形で、柱の直径が 13cm、深さ 26cmで

ある。 P2の掘方は直径37cmの円形で、柱の直径が 18cm、深さ 14cmである。その他のピットについて

は深さが 2~3cmと非常に浅く、性格は不明である。

【カマド】 SD603により破壊される箇所を除き焼土・炭層は認められないことから、カマドは敷設され

ていない可能性が極めて高い。

【遺物】上師器杯 (A・AII・B II・B II c・B II c・B V類）・高台付坪・稜塊・甕 (A類）、須恵器坪 (I. 

la・le・II・IIc・III・V類）・高台付杯・稜塊・蓋・長頸瓶、灰釉陶器双耳瓶蓋、丸瓦 (II類）、瓦

(II b類）、鉄滓が出士している。士師器の出士数は極めて少ないほか、須恵器坪ではII・III類の出士が圧

倒的に多く、 V類は小片が 1点出士するのみである。
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第 6図 S I 607竪穴住居跡平面・断面図
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第8図SI607出土土器 (1)観察表

番 特徴 ロ径 底径
器高

写真 登録
備考

方ロ
種類 層位

外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

1 土師器 ヘラミガキ→黒色処理 ヘラミガキ→黒色処理
(13. 2) 

R-86 
稜塊
4層

5/24 

2 土師器 ロクロナデ ロクロナデ (16. 0) (8. 8) 
5. 9 R-91 Ell類

坪
4居
底部：手持ちヘラケズリ ヘラミガキ→黒色処理 1/24 22/24 

3 土師器 ヘラミガキ→黒色処理 ヘラミガキ→黒色処理
(12. 4) (4. 9) 

3. 2 R-84 AIi C類
坪
4層

6/24 8/24 

4 土師器 ヘラケズリ
ヘラミガキ→黒色処理

(9. 0) 
R-85 B!Ib類

坪
4層
底部：静止糸切り→手持ちヘラケズリ 6;24 

5 土師器 手持ちヘラケズリ
ヘラミガキ→黒色処理

(7. 6) 
R-83 
All類

坪
4層
底部：切り離し不明→手持ちヘラケズリ 15/24 外面体部にヘラ書き「キ」

6 土師器 ヘラナデ
8. I 

R-94 A類4層 底部：木葉痕
甕 24/24 

須恵器
ヘラミガキ→黒色処理 ヘラミガキ→黒色処理

(13. 0) 
R-98 7 稜塊 4層 3/24 

8 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 9) 8. 25 
4. 3 11-3 R-38 川類

坪
4層
底部：ヘラ切り 8;24 24/24 

， 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 6) 9. 3 
3. 75 12-5 R-53 II C類

坪
4居
底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ 11/24 24/24 

10 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 4) (8. 35) 
3. 5 R-33 I a類

坪
4層
底部：ヘラ切り→回転ヘラケズリ 1/24 20/24 

11 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 4) 6. 8 
3. 8 11-2 R-37 川類

杯
4層
底部：ヘラ切り 13/24 24/24 

12 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(14.1) (7. 6) 
4. 3 11-1 R-36 川類

坪
4層
底部：ヘラ切り 11/24 18/24 

13 須恵器 ロクロナデ
, .o. 00 

8.4 
4層 ロクロナデ ） 3. 75 11-4 R-39 田類

坪 底部：ヘラ切り 18/24 24/24 

14 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(14. 1) (8. 6) 
3. 6 R-43 m類

坪
4居
底部：ヘラ切り 1/24 12/24 

15 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(14. 9) 7. 7 
11-6 R-41 II類4居 3. 8 

坪 底部：手持ちヘラケズリ 16/24 24/24 

16 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(14. 0) 7. 0 
3. 55 11-7 R-42 II C類

坪
4層
底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ 14/24 24/24 

17 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 0) 8.4 
11-5 R-40 m類4層 3. 85 

坪 底部：ヘラ切り 8. 5/24 24/24 

第9図SI607出土土器 (2)観察表

番
種類 層位

特徴 ロ径 底径
器高

写真 登録
備考万ロ 外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

18 須恵器
ロクロ7ア、怜部 r干：手愕りヘプグス (13. 5) 6. 2 

4居
芹1)部：回転糸切り→手持七ヘラケズ1)

ロクロナデ 4. 05 12-4 R-52 II C類
坪 15/24 24/24 

19 須恵器 4庖
ロクロナデ

ロクロナデ
(11. 9) (7. 0) 

4. 2 R-50 m類
杯 底部：ヘラ切り 2/24 13/24 

須恵器
4層
ロクロナデ ロクロナデ (14. 7) 7. 1 

I C類20 3. 8 12-6 R-54 
坪 底部：ヘラ切り 2/24 23/24 

須恵器
4層
ロクロナデ

ロクロナデ
(14. 3) 8.4 皿類

21 
坪 底部：ヘラ切り

3. 85 12-7 R-55 
底部外面ヘラ書き10/24 24/24 

22 
須恵器

4居
ロクロナデ

ロクロナデ
(14. 5) (7. 2) 

3. 75 12-8 R-56 II C類
坪 底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ 19. 5/24 23/24 

23 
須恵器

4層
ロクロナデ

ロクロナデ
(15. 6) (7. 8) 

4. 35 R-57 
m類

坪 底部：ヘラ切り 6/24 19/24 底部外面ヘラ書き

24 
須恵器

4恩
ロクロナデ

ロクロナデ
(14. 5) (8.4) 

3. 8 R-58 m類
杯 瓜部：ヘラ切り 1/21 22/2~ 

25 
須恵器

4屑
ロクロナデ

ロクロナデ
(15. 0) (9. 2) 

3. 5 R-59 II類
杯 底部：手持ちヘラケズリ 6/2~ 2/2~ 

須忠堺
4屈
ロクロナデ

ロクロナデ
(13. 1) 8. l 

川類26 
坪 庇部：ヘラ切り

3. 65 12-1 R-47 
10/24 24/24 

27 
組恵器

4屈
ロクロナデ

ロクロナデ
(13. 2) (7. 8) 

3. 3 l{-48 ＂類
杯 庇部：ヘラ切り 7/24 10/24 転用硯

28 
街忠器

4炉iロクロナデ ロクロナデ
(14.0) (8. 2) 

5. 2 l!-31 I類
杯 底部：回転ヘラケズリ 7/21 2/21 
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第9図SI 607出土土器 (2)親察表

番 特徴 ロ径 底径
器高

写真 登録
備考

方ロ
種類 眉位

外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 0) (9. 2) 
6.1 R-35 m類29 

坪
4層
底部：ヘラ切り 5/24 7/24 

須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(11. 3) (7. 0) 
3. 4 R-45 m類30 

杯
4層
底部：ヘラ切り 6/24 8/24 

31 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(9. 2) 
R-46 m類

坪
4層
底部：ヘラ切り 5/24 底部外面にヘラ書き「一」

須恵器 蘭台貼付→ロクロナデ・ロクロナデ
ロクロナデ

(10. 3) (7. 05) 
5. 2 12-2 R-49 32 高台付坪 4層 底部：ヘラ切り 21/24 20/24 

須恵器 高台貼付→ロクロナデ・ロクロナデ ＼↓ ） "・"" 6. 65 
5. 4 11-8 R-44 33 高台付坪 4層 底部：ヘラ切り

ロクロナデ
6/24 24/24 

須恵器 高台貼付→ロクロナデ・ロクロナデ
ロクロナデ

(17. 0) (9. 3) 
6. 7 12-3 R-51 底部外面にヘラ毒き「林」34 高台付杯 4層 底部：ヘラ切り 16/24 20/24 

35 須恵器 ロクロナデ
(21. 3) 

R-66 
蓋
4層 ロクロナデ

21/24 

36 須恵器 ロクロナデ
ロクロナデ

(16. 9) 
3. 8 13-3 R-63 

蓋
4層
回転ヘラケズリ→ロクロナデ 15/24 

37 須恵器 ロクロナデ・ナデ (18. 0) 
4. 8 13-2 R-62 

蓋
4層
回転ヘラケズリ→ロクロナデ 18/24 

第10図SI 607出土土器 (3)観察表

番
種類

特徴 ロ径 底径 写真 登録
号

層位
外面 内面 残存率 残存率

器高
図版 番号

備考

38 
須恵器

4層 ロクロナデ ロクロナデ
(18. 6) 

3. 9 13-1 R-61 内面にヘラ苔き「X」
蓋 13/24 

灰釉陶器
4層 回転ヘラケズリ ロクロナデ

(8. 8) (8. 3) 
13-4 39 双耳瓶蓋 R-69 

3/24 2/24 

40 
須恵器

4層 ロクロナデ ロクロナデ R-74 
長頸瓶

41 
須恵器

4層
ロクロナデ

ロクロナデ
9.4 

底部に「束」のヘラ書き
長頸瓶 底部：回転ヘラケズリ→ロクロナデ

13-6 R-68 
24/24 

42 
須恵器

4層
ヘラケズリ・ロクロナデ

ロクロナデ
(25. 0) (10.4) 

15. 3 R-71 
甕 底部：切り離し不明 8/24 19/24 

43 
須恵器

4層
ロクロナデ

ロクロナデ
(23. 6) 11. 6 

甕 底部：手持ちヘラケズリ
17. 5 R-72 

10/24 24/24 

44 
須恵器

4層
手持ちヘラケズリ

ロクロナデ
(23. 2) (9. 9) 

14.8 13-5 R-67 
甕 底部：切り離し不明 12/24 20/24 

第11図SI 607出土土器 (4)観察表

番
種類 層位

特徴 ロ径 底径
器高

写真 登録
備考

号 外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

45 
須恵器

4層
回転ヘラケズリ・ロクロナデ

ロクロナデ
(33. 8) (15. 5) 

20. 7 R-73 
甕 底部：ヘラ切り 3/24 17/24 

46 
須恵器

4層
ロクロナデ

ロクロナデ
(14. 0) 

R-70 
瓶 体部下半：回転ヘラケズリ 22/24 

47 
須恵器

4層 ロクロナデ・平行タタキ ロクロナデ
(18. 6) 

R-76 
甕 8/24 

第12図SI 607出土土器 (5)観察表

髯 特徴 備考

ロクロナデ→ナデ
4.0 

竺
43 I 平瓦 憚 l11!)面：布目・糸切り→ナデ凸曲：縄1111き

長さ I広端部幅1狭端部幅I厚さ

25. 3 2. 2 
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SD 603区画溝（第 13~ 15図）
【位置】南区の中央で検出した。

【重複】 SI607、SD604と重複する。 SI607より新しく、 SD604より古い。

【規模・方向】東西方向の溝で、東で約3度南に偏している。長さは48m以上であり、上端幅約 2m、下

端幅約 0.5m、深さ 0.7 ~ 1 mである。溝全体が緩やかな弧を描き、最大で約 1.6 m南へ膨らむ。
【形・底面】溝の断面は逆台形である。底面の標高は西側で28.3m、東で27.9mであり、東側が約40cm低い。

【埋土】 2~3層に区分される。いずれの層も人為的な埋土で、基盤層土のブロックを多量に含む。。

【遺物】施釉陶器平碗、瓦質土器播鉢のほか、古代の土器片が出土している。

A 
29.500m三

1. 褐灰色土
基盤層の小ブロック（直径 1~ 2 cm) を多量に含む。

2. 褐色粘質土
褐灰色土の小ブロック（直径3~ 4 cm) を多量に含む。

C 
29. lOOmピ

1. 褐色土
斑状で小礫や石を多く含む。人為的な埋め立て層
2. にぶい黄褐色粘質土
均質で下層ほど粘質土する。自然堆積層

E' 
29. 000m← 

1. にぶい黄褐色土

28. 700m胃~
1. 黒色士
基盤層の小ブロック（直径 1CIII未満）を僅かに含む。
2. 褐灰色土
基盤層の小ブロック（直径 1~ 2 cm) を多量に含む。

3. 褐色粘質土
褐灰色土の小ブロック（直径3~ 4cm)を多量に含む。

D 
28. 700m← 

SD604 

1. 褐色土
斑状で小礫や石を多く含む。人為的な埋め立て層
2. にぶい黄褐色粘質土
均質で下層ほど粘質土する。自然堆積層

鳳`
基盤層の小ブロック（直径 1cm前後）を少量含む。

2. 黒色粘質土
基盤層の小ブロック（直径 1cm前後）を僅かに含む。

3. 褐灰色士

SD595 
底面に酸化鉄を多量に含む。 0 lm 

S=l/50 I I I I I I 

第 13図南区遺構断面図
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SD  604区画溝（第 13・14図）

【位置】調査区の南東部で検出した。

【重複】 SD603と重複し、それよりも新しい。

【規模・方向】東西・南北方向の区画溝である。東西方向の溝が調査区東側で北に曲がり、東4区検出の

SD  602に続くと推定される。東西方向西側は調査区外に延びる。方向は東西方向部分で見ると、西で約

13度南に偏している。南区検出の長さは 30m以上、上端幅約 2.1m、下端幅0.4 ~ 0. 5 cm、深さ 0.7 ~ 1. 2 

mである。南区検出の西端部にあたる調査区南壁付近では、規模が縮小し、上端幅が 1~1.5m、深さが

0.5 mである。

【形・底面】溝の断面は逆台形で、壁は緩やかに外彎しながら立ち上がる。底面の標高は西側で 27.6m、

東側で27.9mであり、東側が 30cm低い。

【埋土】 2~3層に区分される。いずれも人為的埋土で、基盤層土のブロックを多量に含む。

【遺物】古代の土器片や平瓦が出土している。

SD  595区画溝（第 13~ 15図）

【位置】南区の北東部で検出した。

【重複】古代と推定される溝と重複しており、それよりも新しい。

【規模・方向】南北方向の区画溝で、南端部分を検出した。区画溝は北側の東3区、東4区に続き、東3

区で直角に西へ曲がる。南北部分は緩やかな弧を描き、最大で5m東へ膨らむ。東西部分はほぼ直線状で、

東で約6度南に偏している。全長 80mで、南北方向が 47m、東西方向が 33mである。

上端幅 1.7 ~ 2. 6 m、下端幅20~ 30 cm、深さ 70~ 80 cmである。

【形・底面】南区の断面形は逆台形状である。東区ではV字もしくは碗状を呈する。壁は底部から 50~ 
60度の角度で直線状もしくは僅かに外彎・内彎しながら立ち上がる。

【埋土】 3層に区分される。最上層は基盤層のブロック (<I>1 ~ 10 cm・10YR5/6黄褐色粘質土）を多く含

む人為的な埋土だが、下層は自然堆積層である。

~r✓i 

口／

2
 ゜S=l/3 

10cm 

番 追構 特徴 u径 底径 、ゲ夷 登録
号
科知

居位 外面 内面 残ff,や 残イ（平
器，(;j

図版 番号
伽考

I 占磁碗
SD595 

片彫述半文
(6. 2) 

R-28 
大杓府分類

l居 椀 I類 2a 8/21 

2 
凡質 I:堺 SD603 

ロクロナデ ロクロナデ R--96 
拙鉢 l柑

3 施釉陶器 SD603 ロクロナデ ロクロナデ l{---l)8 古瀬戸

平碗 1尿 n緑部～休部：灰釉 後期様式111期

第 15図 S D595・603出土遺物
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【遺物】須恵器甕、軒丸瓦、平瓦、青磁碗（大宰府編年・龍泉窯系青磁碗 I類）、青花碗（明代）、中世無

釉陶器が出土している。

〔東1調査区検出遺構〕

SD  573溝跡（第 16・17図）

【位置】調査区の中央で検出した。

【変遷】およそ同位置で2時期の変遷 (A→B期）があると判断した。

•A期

【規模・方向】南北方向の溝である。北は調査区外へ、南は東3区に及ぶ。方向は北で約 11度東に偏して

いる。規模は全長 53m、上端幅は0.7 ~ 1 m、下端幅は 20~ 30 cm、深さ約 50cmである。壁は底部から

緩やかに立ち上がる。溝の上面はB期により大部分が失われる。

【埋土】にぶい黄褐色土の自然堆積である。

【遺物】土師器坪、須恵器坪 (V類）、須恵器甕、丸瓦、平瓦が出土している。

・B期

【規模・方向】南北方向の溝である。北は調査区外へ、南は東3調査区に及ぶ。方向は北で約 11度東に偏

している。規模は全長 53m、上端幅は約 2m、下端幅は 1.5~1.Sm、深さ約 20~ 30 cmである。断面

は皿状で、壁は底部から緩やかに立ち上がる。

【埋土】にぶい黄褐色土の自然堆積である。

【遺物】土師器坪、須恵器甕、平瓦が出土している。

SD  574溝跡（第 16・17図）

【位置】調査区東側で検出した。

【変遷】およそ同位置で2時期の変遷 (A→B期）があると判断した。

・A期

【規模・方向】南北方向の溝である。溝の南側はB期により失われる。方向は北で約 11度東に偏する。確

認できる部分で規模は全長 16m以上、上端幅は約 1.2 m、下端幅は20~ 30 cm、深さ約40cmである。壁

は底部から緩やかに立ち上がる。

【埋土】にぶい黄褐色土の自然堆積である。

【遺物】出土遺物は無い。

・B期

【規模・方向】南北方向の区画溝で、南側は東2区に及ぶ。北端部3mは僅かに東へ曲がる。方向は北で

約 10度東に偏する。全長 18mで、上端幅0.9 ~ 1. 4 m、下端幅約 50cm、深さ 60~ 70 cmである。

【形・底面】断面形は逆台形状である。壁は底部から 70~ 80度の角度で直線状に立ち上がり、上端部で

外彎する。

【埋士】 3層に区分される自然堆積層で、にぶい赤褐色上・黄褐色粘質土・にぶい黄橙色上である。

【遺物】出士遺物は無い。
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第2次調査区範囲

X=-187,810 

SD  575区画溝（第 16・17図）

【位置】調査区の北東で確認した。

Y=l4, 110 

゜S=l/200 
第16図東1調査区平面図

【重複】 SD574 A期と重複し、それよりも新しい。

Y=l4, 120 

10m 

【規模・方向】東西方向の区画溝で、南側にSX 576土塁が並行する。方向は東で約 17度南に偏している。

規模は全長5m以上、上端幅は約 1.5 m、下端幅は 30~ 50 cm、深さ約 60cmである。南に隣接する SX
576頂部と溝底面の高低差は lmを計る。

【形・底面】断面形は逆台形状である。南壁は底部から 30~ 50度の角度で立ち上がり、 SX 576の稜線
に連続する。

【埋士】褐色・明黄褐色士の自然堆積である。

【遺物】須恵器甕、平瓦が出土している。

S X 576土塁（第 16・17図）

【位置】調杏区の東部で検出した。

【軍複】 SD574 A期と重複し、それよりも新しい。

【規模・方向】東西方向の士墨である。東側は調査区外に延び、延長部約 10mにわたって±星の高まりを
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A 
35. 900m← ~' 

2 ~ 4. SD575区画溝

東1調査区東壁断面図

1. 表土。にぶい黄褐色土。
2. 明褐色土。均質だが底部中央は粘質土化する。炭化物を僅かに含む。自然堆積層。
3. 明褐色粘質土。均質で炭化物を僅かに含む。自然堆積層。

4. 明黄褐色粘土。基盤層土の流れ込み。

5. 黄褐色粘質土。基盤層土に類似する。均質である。

6. 黄褐色粘質土。 5層に類似するが、全体にやや赤みを帯びる。均質である。

7. にぶい黄褐色土。均質で炭化物を僅かに含む。締りがない。
8. 黄褐色土。均質で炭化物を僅かに含む。

9. 黄褐色粘質土。基盤層である。均質で粘りが強く、締りがある。

C 
35.400m← C

T
 B 

36. 100m c:;::. 

SD573a・SD573b断面図

1. にぶい黄褐色土
均質で炭化物を僅かに含む。自然堆積層。

2. にぶい黄褐色土
基盤層の小ブロック（直径 1~5cm)を混入し、
1層よりやや明るい。均質な自然堆積層である。

O lm 
S=l/50 I I I I I I 

＇，璽2、4.SD574 b溝3 
SD574a・b断面図

1. にぶい赤褐色土
均質で炭化物を僅かに含む。自然堆積層。

2. にぶい赤褐色土

均質で、 1層より赤みを帯びる。自然堆積層

3. 黄褐色粘質土

均質で、締りがない。自然堆積層。

4. にぶい黄橙色土

基盤層土のブロック（直径 1~5cm)を多く

含む。

第 17図 東1調査区遺構断面図

確認できる。北側にSD575が平行する。方向は東で約 17度南に偏している。検出規模は東西約7mで、

基底幅は調査区東壁部分で約4m、残存高は 45cmを計る。

【積土】旧表土である基盤層上に積み上げており、 4層に区分できる。いずれも基盤層に類似する土で、

均質な黄褐色の粘質土である。

【遺物】出土遺物は無い。

〔東2調査区検出遺構〕

SK  616土壊（第 18~ 19図）

【位置】調査区中央で確認した。

【重複】古代の溝と重複し、それよりも古い。

【平面形・規模l掘方は直径65cmの円形で、深さは約 20cmである。

【墜・底面】底面はほぼ平坦で、墜は底面から急角度で立ち上がる。
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醤

号

1 

ロ誓＼ — 2 ~ 

特 1叙 ロ径
種類 層位

外面 内面 残存率

土師器 ロクロナデ ロクロナデ 12. 8 
1層

坪 底部：回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理 12/24 

底径
残存率

5. 0 

24/24 

〇

S=l/3 -

器高

4. 3 

10cm 

写真 登録
備考

屈版 番号

14-5 R-81 Bil c類

2 須恵系土器 ロクロナデ (14. 0) 5. 4 
14-6 R-82 1層 ロクロナデ 4. 6 

坪 底部：回転糸切り 11/24 24/24 

3 須恵系士器 ロクロナデ 12. 4 4.4 
R-92 1層 ロクロナデ 3. 8 

坪 底部：回転糸切り 12/24 24/24 

第 18図 S K616出土土器

【埋土】黒褐色土の単層で、焼土粒を僅かに含む。

【遺物】土師器坪 (B類）、須恵系土器が出土している。

〔東3調査区検出遺構〕

SD  587区画溝（第 21図）

【位置】調査区北東部で検出した。

【重複】古代と推定される小溝と重複しており、それよりも新しい。

【規模・方向】東西方向の区画溝で、東側は調査区外へ延びる。全長9m以上で、上端幅1~1.5m、下

端幅20~ 30 cm、深さ 70~ 80 cmである。

【形・底面】断面形は逆台形状である。壁は底部から 50~ 60度の角度で直線状に立ち上がる。

【埋土】 3層に区分される。いずれも灰黄褐色土の自然堆積層である。

【遺物】出土遺物は無い。

SD  589区画溝（第 21・22図）

【位置】調査区中央で検出した。

【重複】古代と推定される小溝と重複しており、それよりも新しい。

【規模・方向】南北方向の区画溝で、北端部3mは西に曲がる。南側は撹乱により失われる。全長 13m以

上で、上端幅l~l.5m、下端幅20~ 30 cm、深さ 40~ 80 cmである。

【形・底面】南区の断面形は北側でV字、南側は碗状である。墜は底部から 50~ 60度の角度で立ち上がる。

【埋土】 3層に区分される自然堆積層で、褐色・灰黄褐色・褐灰色土である。

【遺物】士師器杯、須恵器杯 (V類）、須悲器甕、平瓦、石棒、骨が出士している。
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X=-187,830 

X=-187,840 

゜S=l/200 
10m 

第19図東2調査区平面図

Y=14, 110 

＾ -,:: ; 

X=-187,837 

A A' 
34. lOOmピ土器→

諏
0 lm 

S=l/50 I I I I I I 

1. 黒褐色士

基盤層および焼士の小粒を僅かに含む。

マ、
゜S=l/20 

50 cm 
第20図 SK616土堀平面・断面図
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Y=l4, 100 

X=-187,860 

Y=l4, 110 

゜S=l/200 
第 21図東3調査区平面図
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D 
31. 600m← U

T
 

3 ~ 4. SD573b溝 6 ~ 8. SD589区画溝 9.SD590 
1. 表土。黄褐色士で、灰黄褐色土小ブロックを混入する。
2. 表土。褐灰色土。
3. 明黄褐色土で、褐灰色土を混入する。
4. 灰黄褐色土。
5. 褐灰色土。根の痕跡。

第22図

0 lm 
S=l/50 I I I I I I 

6. 褐色土で、褐灰色土を僅かに含む。
7. 灰黄褐色土。
8. 褐灰色土。炭化物・褐鉄粒を僅かに含む。
9. 灰黄褐色土。

東3調査区東西ベルト断面図

A 
30. 600m1----

B 
31. 300mピ w

[
 

1 ~ 3. SD595区画溝 4 ~ 5. SD573b溝
1. 明黄褐色土。基盤層の小ブロック (<t>1~5cm)
2. にぶい黄褐色土。基盤層の小ブロック(</>1 ~ 
5 cm) を層状に含む。炭化物を含む。
3. にぶい黄褐色土。炭化物を含む。
4. 褐色土。均質である。
5. 黄褐色土。基盤層の土を多く混入する。

C 
31. 100m← 

゜S=l/30 
SK601土器埋設遺構

1. 褐灰色土。基盤層の小粒を微量に含む。
2. にぶい黄褐色士。基盤層土主体で褐灰色士を
少量混入する。
3. 灰白色土。均質である。
4. にぶい黄褐色土で暗褐色士を少駄含む

第23図 東3調査区遺構断面図
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3
 

゜S=l/3 
10cm 

第24図 S X598出土遺物
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第24図 S X598出土遺物観察表

番
種類 層位

特徴 ロ径 底径
器高

写真 登録
備考

号 外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

1 無釉陶器 1層 片彫蓮華文
(25. 1) 

15-7 R-18 
播鉢 8424 

2 天目茶碗 1層
体部：回転ヘラケズリ、鉄釉

鉄釉
(11. 7) 3. 4 15-5 

体部下半：露胎
6. 2 
15--6 
R-1 

11/24 24/24 

3 

3 

茶臼
1層 臼面径： (17. 0)、高さ8.7、6又は8画分の目

下臼

茶臼
1層 臼皿径： 38. 5、臼面径： 19. 5、高さ10.6 

下臼

S X 598水溜施設（第21・23・24図）

【位置】調査区南部で検出した。

【重複】重複は無い。

15-3 R-3 

15-4 R-2 

【規模・方向】 SD595に接続する円錐形の土城で、水溜等を目的とした施設と推定される。規模は上端

直径4.5 ~5mの円形で、深さが 2mである。底部に掘直しの痕跡がある。

【形・壁】断面は円錐形で、壁は底部から 45度の角度で立ち上がる。

【埋土】 7層に区分できる。 3層は人為的な埋土で基盤層のブロックを多量に含む。 4層以下は水性堆積

した粘土や砂の互層である。

【遺物】 3層より無釉陶器擢鉢、天目茶碗、茶臼が出土している。

S X 600土塁（第 21・26図）

【位置】調査区南部で検出した。西側にSD595区画溝、東側にSD602区画溝が位置する。

【重複】重複はない。

【規模・方向】南北方向の土塁である。方向は北で8度西に偏している。規模は残存部で全長 18mである。

基底幅は約4m、残存高は45cmである。

【積土】旧表土上に基盤層に類似する黄褐色粘質土を積み上げる。

【遺物】遺物の出土は無い。

SK  601 土器埋設遺構（第 21• 23• 25図）

【位置】調査区中央で確認した。

【重複】重複は無い。

【平面形・規模】掘方は直径 lmの円形で、深さは最深部で約 70cmである。

【壁・底面】掘方底面に士を入れて平坦に整地し、その上に台座状に石を配置する。墜は底面から外呵し

ながら急角度で立ち上がる。

【埋設士器】底部の無い須恵器の大甕である。台座状の石組の上に配置している。甕の底辺レベルと同じ

高さで、甕の中心に須恵系士器が正体で置かれる（写真図版7)。甕の中の埋士は基盤層士と類似する。

人為による充填か自然堆精なのかについては明確に判断できない。

【埋±]基盤層士で、焼士粒を僅かに含む。

【遺物】埋設士器以外に土師器杯 (EV類）、須恵器坪、須恵器甕が出土している。

42 



］ 紺恵系 I器
J;j, 

屈位

濁 I

3 I 
狽恵器
甕

層 I

言

特徴

外血 内面

ロクロナデ
虹部：回転糸切り

ロクロナデ

目縁～類部：波状文
体部：並行タタキ

当て具痕

゜S=l/3 

S=l/4 

n径
残存率

13. 0 

22/24 

I 47. 3 
17/21 

10cm 

゜
:晶|認 1; 醤I喜り
6. 3 I 4.1 I 
24/24 

I R-31 

I I I 1H5 

第 25図 S X601出土土器
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X=-187,900 >

゜S=l/200 
第26図東4調査区平面図

B 
28.900mピ

ザ

[
ぶ

[

轟
SD602区画溝

1 暗褐色粘質士。炭化物を僅かに含む。
2 褐色土。地山層の小ブロック (q,1 ~ 3 cm) と炭化物を
含む。
3 灰黄褐色粘質上。炭化物を含む。
4 灰黄褐色粘士。炭化物を含み、底面に酸化鉄層である

第27図

l 灰黄褐色粘質上。地山層のブロック(</)1 ~ 10 cm) と
炭化物を多く含む。
2 黒褐色粘質士。炭化物を含む。
3 褐灰色粘質上。炭化物を僅かに含む。
4 黄褐色粘質土。表土の流れ込み。

東4調査区遺構断面図
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〔東4調査区検出遺構〕

SD 602区画溝（第26・27図）

【位置】調査区中央部で検出した。

【重複】古代と推定される小溝と重複し、それよりも新しい。

【規模・方向】南北方向の溝である。北側は撹乱により失われ、南側は調査区外へ延びる。南区で確認し

たSD604の延長線上であることから、同一の区画溝と推測される。方向は北で約 15度東に偏する。検

出部の全長は 17m、上端幅2~2. 5 m、下端幅0.7 ~ 1 m、深さ約lmである。

【形・底面】溝の断面は碗状で、壁は底面から約40度の角度で立ち上がる。底面の標高は27.7 mで、南

区検出のSD604区画溝とほぼ同じ標高値である。

【埋土】 4層に区分される。褐色・灰黄褐色土の自然堆積層である。

【遺物】須恵器坪、須恵器甕、平瓦、鉄滓が出土している。

S X 619土塁（第26図）

【位置】調査区東部で検出した。

【重複】重複は無い。

【規模・方向】南北方向の土塁である。南側は調査区外へ延びる。残存状況が悪く、基底部のみが僅かに残る。

東側にSD602区画溝を伴う。方向は北で8度東に偏する。規模は南北 14m以上である。残存部分での

基底幅は約4m、残存高は 15~ 20 cmである。
【積土】基盤層に類似する土で、均質な黄褐色の粘質土である。

【遺物】遺物の出土は無い。

〔西調査区検出遺構〕

S X 618土壊（第28・29図）

【位置】調査区中央で確認した。

【重複】重複は無い。

【平面形・規模】不整楕円形で直径 1.05 m、短径70cm、

深さの円形で、深さは 10cmである。

【壁・底面】底面はほぼ平坦で、壁は底面から緩やかに立Y=-187,874

ち上がる。

【埋士】黒褐色士で、基盤層士小粒（直径5mm)を含む。

【遺物】上師器 (BV類）、須恵器 (V類）、須恵系士器が

出土している。

Y=l4, 066 

、,<(,

A A' 
31. 000m← 土器鵬 →
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゜S=l/20 
50 cm 

第28図 S K618土搬平面図・断面図
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番 特徴 ロ径 底径
器高

写真 登録
備考

号
種類 層位

外面 内面 残存率 残存率 図版 番号

士師器 ロクロナデ ロクロナデ (14. 8) 4. 3 
5. 8 14-3 R-21 BV類1 

坪
1層
底部：回転糸切り ヘラミガキ→黒色処理 3/24 24/24 

須恵器
ロクロナデ

(17. 2) (6. 2) 
5. 2 R-27 v類2 

坪
1層 底部：回転糸切り

8/24 11/24 

3 須恵系土器 ロクロナデ
ロクロナデ

(14. 2) (5. 8) 
4.3 R-23 

坪
1層
底部：回転糸切り 2/24 11/24 

4 須恵系土器 ロクロナデ
ロクロナデ

(14. 1) 6 
14-4 R-22 1層 4.0 

坪 底部：回転糸切り 8/24 24/24 

5 須恵系土器 ロクロナデ
ロクロナデ

(13. 6) (6.2) 
3. 7 R-24 

坪
1層
底部：回転糸切り 6/24 8/24 

第29図 S K618出土土器

3. まとめ

本調査では、古代の掘立柱建物、竪穴式住居、溝を、また、中世の遺構として区画溝を確認した。なか

でも、 S I 607竪穴住居跡と中世の区画溝の残存状態は良好で、さまざまな資料が出土している。 これら

の資料からそれぞれの遺構の年代について概要を述べる。

S I 607竪穴住居跡

S I 607竪穴住居跡は南区東部で確認した建物である。遺構埋土は 1~5層に区分され、いずれも黄灰

色もしくは灰褐色土の自然堆積である。遺物は建物床面の直上に堆積する 2b層に集中する。出土遺物は

土師器杯 (A・AII・B II・B II c・B V類）・甕 (A類）．稜塊・高台付坪、須恵器杯 (Ia•lc·II

a・IIb・IIc・ill・V類）・高台付杯・稜椀・蓋・長頸瓶、灰釉陶器双耳瓶蓋、丸瓦、平瓦 (IIb類）、鉄

滓である。特徴として、 a)士師器坪は非ロクロのもの (A類） とロクロ調整のもの (B類）が共伴して

いるが、須恵器に比較すると量的には極めて少ない b)須恵器坪の底部切り離しでは、破片資料も含め

ると、 1類3点、 11類 11点、 11I類 29点、 V類 1点であり、再調幣を施す I・II類と11I類で占められる。 c) 

底部資料のうち、 III類の占める割合が 66%と非常に高いといった点が挙げられる。 一方、杯類のうち図

上で完形に復元できたものは 29点あり、士師器坪が 5点、須恵器坪が 24点である。須恵器坪を底径／ロ

径比別に分けると、 0.45 ~ 0. 50が2点、 0.51 ~ 0. 55が5点、 0.56 ~ 0. 60が6点、 0.61 ~ 0. 65が6点、

0. 70以上が 1点である。
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周辺遺跡でSI 607出士土器と同様の傾向を示すものには、延暦9年 (790)~延暦24年 (805)の間に

位置づけられる市川橋遺跡SX 1351 C期がある。出土した土器には土師器、須恵器があり、土師器坪．

甕ではA・B類が共伴している。須恵器坪では、 III類が 91%と圧倒的多数を占めており、再調整を施す I• 

II類やV類の出土は極めて少ない。底径／口径比は0.39 ~ 0. 73であり、口径に対して底径の広いものが
多く認められる。

S I 607出土土器は、須恵器坪 I・II類の割合が高くなっており、 SX 1531 C期より古い要素が認め

られるものの、およそ8世紀末~9世紀初頭の範疇に収まるものと捉えられる。

なお、 4層出土遺物には平瓦IIB類や、折戸 80号窯と類似する灰釉陶器双耳瓶蓋が含まれている。平

瓦IIb類が政庁II1期以降、灰釉陶器双耳瓶蓋が 8世紀第3~4四半期頃であることから、年代的にも矛盾

しない。

SK  616土堀

東2調査区中央で確認した土壊である。接合できない土器片が多く、不要な土器を一括して投棄したも

のと推定される。復元可能な資料としては、土師器坪BV類 1点、須恵系土器2点が出土した。底径／ロ

径比をみると、土師器坪が 0.39、須恵系土器坪が 0.38、0.35である。このうち、須恵系土器坪の口径／

底径比をみると、灰白色火山灰降下直前に廃棄された高崎遺跡SX 1080第4層上面出土土器に近似して

いる。 10世紀中頃以降に多く認められる須恵系土器小型坪が含まれないことを考慮すれば、 10世紀前葉

頃の範疇に収まるものと考えられる。

SK  601土器埋設遺構

東3調査区中央で確認した遺構である。掘方の底を整地し、底部の無い須恵器の甕を台座状に配置した

自然石の上に置く。甕の内側中央部には須恵系土器が置かれる。甕の口縁部は旧表土上に露出した状態で

埋設される。底部を穿孔した須恵器甕を埋設する例は市川橋遺跡でも確認されるが、いずれも井戸の水溜

としたものであり、本遺構は目的が異なると考えられる。 10世紀前葉に出現する須恵系土器が含まれる

ことから、年代は 10世紀前葉以降と推定される。

SK  618土壊

西区の中央南寄りで確認した遺構である。掘方は非常に浅く、窪地に不要な土器を一括して投棄したも

のと推定される。復元可能な資料としては、土師器坪BV類 1点、須恵器坪1点、須恵系土器3点が出土

した。底径／口径比をみると、土師器坪が 0.29、須恵器坪が 0.36、須恵系土器坪が 0.40 ~ 0. 45である。
このうち須恵系土器をみると、上述したSK616よりも底径が若干大きい。 10世紀中葉以降に多く認め

られる須恵系土器小型坪が含まれないことを考慮し、 SK616と同時期かやや古い 10世紀前葉頃の年代

と捉えておきたい。

中世の区画溝

南区のSD603区画溝から、瓦質士器播鉢と施釉陶器平碗が出士している。瓦質士器揺鉢は 15椛紀後

菓以降のものであり、施釉陶器平碗は古瀬戸後期様式II1期のものである。、また、同時期の区画溝と考え

られる SD595からは、明代 (1368~ 1644)の青花碗が出土しており、これに接続する SX 598水溜施
設からは無釉陶器揺鉢、茶臼とともに天H茶碗が出土している。このうち、天目茶碗は古瀬戸後期様式III

期に分類され、 15世紀中媒頃のものである。青花碗の年代がやや新しい可能性もあるが、 SD603・595 

及びsx598の年代については、およそ 15世紀中葉以降と捉えるごとができる。
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これより新しいSD602・604区画溝跡については、重複関係でSD603よりあたらしいことが明らか

である。年代が推測できるような資料は出土していないものの、ここでは中世の範疇に収まると考えてお

きたい。

ところで、区画溝全体を見ると、 SD595とSD603は同時期のものであり、規模や傾きから一連の区

画施設であると理解できる（第30因）。また、 SD602・604については、位置関係から SD603を踏襲

した新しい段階の区画溝であると考えられる。このことから、本地区南東部においては、中世のある時期

に丘陵部の使用空間を拡張する目的で、区画溝を外側に掘り直したと推測される。

これらの区画溝によってつくられる区画を見ると、 SD595と南北方向のSD574を境に、丘陵部が南

側約 50X 50 m、北側の約 55X 50 mの2区画に分けられることが分かる。さらに、 SD587・586が調

査区外東側へ延びることから、調査区外東側にも少なくとも 2区画が存在すると推定される。

また、南区画に遺構が集中する状況を見ると、南区画が継続的に土地利用されたことは明らかで、それ

に比較すると北区画の利用頻度は低いと考えられる。南区画がある時期に拡張されることを考慮すると、

南区画の拡張を期に北区画が土地利用されなくなった可能性も考えられる。
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南区全景（上が北）
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S I 607竪穴住居跡（上が北）

S I 607竪穴住居跡（南から）

写真図版4
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S I 607竪穴住居跡遺物出土状況（北西から）

S B608掘立柱建物跡（上が北）

写真図版5
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S X601土器埋設遺構検出状況（南から）

¢
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S X601土器埋設遺構半裁状況（南から）

写真図版6
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S X601土器埋設遺構須恵系土器坪出土状況（北から）

S K616土壊土器出土状況（東から）

写真図版7
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S K618土壊土器出土状況（上から）

S X576土塁と SD575区画溝（北西から）

写真図版8
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S D595溝跡断面（南から）

S D602溝跡断面（南から）

写真図版9
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S D603溝跡断面（東から）

S D604溝跡断面（東から）

写真図版10
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1 s I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R36)

3 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R38)

5 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R40)

7 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R42)

写真図版11
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2 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R37)

4 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R39)

6 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R41)

8 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R44)



1 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R47)
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冒
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3 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R51)

5 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R53)

2 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R49)

4 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R52)

6 s I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R54)

｀ 
翫

7 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R55)

写真図版12
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8 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器坪 (R56)



1 S I 607竪穴住居跡出土須恵器蓋 (R61) 2 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器蓋 (R62)

3 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器蓋 (R63) 4 S I 607竪穴住居跡出土 灰釉陶器蓋 (R69)

5 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器甕 (R67) 6 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器長頸瓶 (R68)

写真図版13
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1 S I 607竪穴住居跡出土 坪・蓋類

3 S K618土壊出土 土師器坪 (R21)

5 S K616土凛出土土師器坪 (R81)

乍

‘,‘ 

賢. i-

｀ ` 
2 S I 607竪穴住居跡出土 須恵器甕・長頸瓶

4 S K618土壊出土 須恵系土器坪 (R22)

6 S K616土堀出土 須恵系土器坪 (R82)

写真図版14
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1 S X601土器埋設遺構出土 須恵系土器坪 (R31)

3 S X598水溜遺構出土茶臼（下臼） (R2) 

5 S X598水溜遺構出土天目茶碗 (Rl)

7 S X598水溜遺構出土 無釉陶器摺鉢 (R18)

写真図版15
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2 S D595区画溝跡出土青花碗 (R49) 

4 S X598水溜遺構出土茶臼（下臼） (R3) 

6 S X598水溜遺構出土天目茶碗 (Rl)
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